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京
都
哲
學
會
規
則

第
一
條
　
本
曾
チ
京
都
哲
學
會
｝
稽
ス

第
二
條
本
會
ハ
廣
義
二
於
ケ
ル
哲
學
ノ
研
究
及
其
普
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條
、
本
會
ハ
前
條
ノ
欝
的
チ
達
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
一
回
研
究
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
年
春
秋
二
囮
公
開
講
演
會
チ
開
〃

　
　
一
｝
毎
月
一
圓
難
螢
㈹
欝
暫
鶴
丁
研
究
』
チ
倣
鋏
押
∬
ス

第
四
條
　
本
直
事
狢
所
チ
京
都
帝
國
大
店
丈
學
部
内
二
羅
〃

第
五
條
　
山
小
＾
曾
ノ
…
路
・
業
チ
綻
爬
樹
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
羅
ク

　
　
｝
、
委
員
（
若
干
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
學
都
哲
學
科
敏
宜
及
委
員
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
チ
以
デ
之
エ
充
ジ

　
　
一
、
鞭
賞
寵
（
一
名
）
采
安
昌
岨
會
二
杁
脚
テ
鰍
陶
託
ス

第
六
條
　
本
會
ノ
趣
旨
二
子
同
ス
轡
型
あ
何
人
一
＝
ア
モ
倉
員
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
同
校
、
冊
磐
舘
，
敏
育
會
、
其
他
ノ
鯉
槻
ハ
其
圃
髄
ノ
名
チ
以
テ
入
會
ス

　
ル
コ
ト
チ
尋

　
　
　
　
　
｛

第
七
條
會
員
一
夕
費
下
シ
テ
年
四
圃
四
拾
銭
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
前
納

　
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
會
員
拓
本
會
ノ
諮
種
ノ
横
合
二
欝
席
ス
ル
コ
ト
チ
得
且
ソ
雑
誌
、

　
『
哲
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
會
親
則
ノ
改
正
憂
更
ハ
婁
員
會
ノ
決
議
二
四
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

書
　
記

丈
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士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

気
圏
博
士

丈
學
博
士

濫
読
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

丈
學
士

丈
學
博
士
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腰
越
會
例
會

二
月
二
十
日
午
後
五
時
半
よ
り
學
生
集
會
場
で
本
年
度
卒
業
生
換
饅
愈
か
繁

て
左
の
講
演
為
行
つ
雲
、
波
多
野
、
西
田
、
朝
永
敏
授
繊
席
Q

　
　
蓮
命
定
自
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
野
鶴
　
鴨
川
航
三
郎
君

　
　
　
　
趾
會
學
讃
書
會

二
月
十
龍
H
午
後
六
時
雫
か
ら
學
癒
集
會
揚
に
て
閉
倉
、

　
　
高
田
傑
　
王
氏
階
級
の
本
・
質
に
つ
い
て
　
　
　
丈
學
土
　
銅
齎
…
　
勇
君

　
　
　
　
心
理
學
會

二
月
十
王
鷺
午
後
五
時
よ
り
學
生
集
會
場
に
て
黒
田
源
次
馬
φ
大
學
院
卒
業

覗
賀
遅
無
て
同
氏
の
左
記
講
演
が
あ
っ
れ
。

　
　
爾
側
潮
激
の
蒲
互
作
用
に
つ
い
て
Q

日
本
倫
理
思
想
の
系
統

東
洋
倫
理
思
想
概
論

根
本
佛
典
の
研
究

藍
建
博
士

丈
學
士

丈
學
士

同長同岩天徳

弁橋地永

眞灘妻茂

琴成助上著上著房著

　
哲
學
維
誌
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
下
津
哲
學
、

臼
華
公
論
、
教
育
研
究
、
内
外
数
育
詳
論
、
数
等
、
数
育
界
、

敷
育
畦
論
、
國
際
聯
盟
、
精
帥
黒
総
、
三
濁
交
學
、
見
眞
、
光
、
講
座
、

本
心
理
畢
雄
誌
。

六
合
離
誌
、

敷
育
學
術
界

　
　
　
　
日

　
　
　
金
曜
會
例
會

二
日
刀
十
山
ハ
ロ
P
午
後
山
ハ
時
よ
バ
リ
左
剛
説
の
ノ
擁
叫
臼
H
に
間
つ
い
て
弧
調
議
奄
や
つ
ナ
戸
℃

　
教
育
學
方
法
諭
（
本
誌
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、
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三
號
）
　
　
　
　
　
俳
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献
典
君

寄
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書
籍
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誌
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哲
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究
　
第
八
十
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郎
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、
猷
典

世
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禽日出
矯

一
、
太
・
會
へ
入
會
…
講
黎
ノ
方
ハ
薩
豆
本
會
宛
テ
ニ
規
定
ノ
・
曾
費
（
葡

　
表
紙
芝
繋
ア
リ
）
御
納
付
ノ
上
御
串
三
指
二
度
候

一
、
會
員
ニ
シ
テ
韓
居
ノ
節
ハ
藏
チ
ニ
其
旨
御
報
知
被
下
三
層

一
、
會
野
鼠
ハ
綿
嶋
強
臼
H
口
喰
出
大
一
版
餐
血
り
出
ハ
山
（
曇
｝
番
、
　
｛
尽
蘇
謬
讐
愚
｝
A
思
宛
テ
ニ

　
御
佛
込
被
下
度
候

一
、
本
誌
ノ
編
瞬
二
關
ス
ル
通
信
及
紹
介
・
新
刊
書
。
寄
贈
雑
誌
等
ハ

　
凡
テ
本
會
宛
テ
ニ
御
獲
蓬
被
下
賜
候
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螺
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京
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暫
學
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振
替
口
座
大
阪
墾
〇
六
六
塾
番

註文規定贋定

◎
愈
員
二
あ
ら
ざ
る
講
讃
者
の
御
註
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
に

　
　
内
外
山
山
版
…
糠
鋤
會
祉
へ
御
町
串
M
込
下
さ
れ
度
候

◎
　
本
誌
の
御
霊
文
は
す
べ
て
代
金
郵
税
日
曝
金
に
て
御
躍
り
下
さ

　
　
る
べ
く
候

◎
　
振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
ほ
（
振
替
大
阪
襯
ニ
ニ
九
五
甑
番
三
九
三

　
　
一
番
東
京
襯
二
九
＝
＝
番
）
内
外
萬
版
株
式
會
杜
宛
に
願
上
候

◎
　
前
金
切
れ
の
質
入
厚
μ
帯
封
に
「
前
金
切
」
の
即
章
押
捺
致
す
べ
き

　
　
に
付
礁
に
櫛
彿
込
下
さ
れ
度
候

◎
　
特
に
請
求
書
及
頗
牧
荒
野
な
要
す
る
揚
合
に
郵
蝶
凱
参
鐘
櫛
逡
縁

　
　
下
さ
れ
度
候

一二爾1

ノ、i｝

，rr．Nl　，

三三i殿

コ＿L
識：金i定

鴫
拾
鏡鐘償
一1ゴー

不｝金邸

申豊・

ユ
受｝誕撹・

十
二
勝
へ
前
金
）
　
金
四
圃
八
拾
鰻
一
不
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頁
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孚
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ゆ
　
　
受

．
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不
声
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大
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一
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玉
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大
正
十
二
年
三
月
一
日
獲
　
　
行

日韓禁

編
輯
看

製細評不

右
代
爽
者

獲
行
者

印
欄
者

印
刷
所

諮
入
十
四
號
鱗
弘
雛

京
都
帝
國
大
學
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
十
二
十

　
　
　
寳
嚴
方
夫

登
行
所
難
論
羅
内
外掘

替
d
座
穴
阪
三
九
三
一
雷

　
　
　
　
　
　
一
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蚕

　
　
　
東
京
讐

、出舞村大

ミ
販｝魏本

葺張
所所就

京
都
市
下
京
輝
西
洞
院
通
七
條
南

來
京
市
京
檎
匝
加
賀
町
十
番
羽

撃
京
市
脚
田
置
型
町
一
ノ
一

（
東
京
）

霧
彦
献
腿

　
　
　
　
（
京
都
）

共寳盛上東
盛：文文田京

紅館上屋堂

内
外
出
版
株
式
曾
融

大川勢至一
盛響文誠海

就店肚堂堂

北
隆
館

煽

、



綜
郷
婦
鰍
騰
獅
寺
本
娩
雅
繹
響

応再、，z忽　
現
代
の
動
齪
極
り
な
き
思
想
界
に
封
し
、
輕
躁
ご
健
忘
症
を
長
所
こ
す
る
我
里
民
は

盲
目
的
に
外
來
思
想
を
追
随
し
、
昨
是
今
非
、
改
造
、
改
革
の
語
を
瞬
・
し
て
我
民
族
性

の
史
的
生
成
を
忘
れ
、
無
批
判
的
實
利
主
義
に
隔
り
ふ
民
族
危
滅
の
秋
に
瀕
す
。
本
書

は
斯
る
無
信
の
思
潮
を
催
黒
し
、
既
に
泰
西
に
於
て
行
詰
れ
る
カ
ン
「
ト
。
へ
r
グ
ル
。
ベ

ル
グ
ソ
ン
。
ゼ
ー
ム
ス
等
哲
學
の
鋏
隔
を
警
慰
せ
し
め
、
人
類
永
遠
の
最
高
批
判
の
原

・
理
を
示
し
た
。
是
れ
實
に
東
洋
思
想
の
核
心
で
あ
り
、
世
界
指
導
の
思
想
燈
で
あ
る
。

原
著
者
空
聾
は
干
数
百
年
來
、
日
本
民
族
の
根
箒
を
培
養
し
日
本
文
化
を
開
獲
せ
・
し
め

し
藁
祀
で
あ
る
。
記
者
は
原
著
者
の
唯
識
論
に
饗
す
る
総
て
を
網
羅
し
、
藏
漢
和
封
馨

し
、
巻
末
に
原
文
を
附
・
し
、
．
兼
て
「
行
の
哲
學
十
二
因
縁
論
」
を
添
加
し
た
。

繹憲窒屋蓼見議融會式糠販墨汁内蹴瀦籍

（
露
華
雛
髄
楚
什
二
篁
塑
応
需
歌
意
㌫

哲
ポ
學
二
研
’
究
弾
入
十
四
號
　

定
償
金
四
十
銭

郵
挽
傘
寛
鍍


